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第 1章緒 冨 
農村の健康状態が都市に較べて著しく劣ってお
り，若月氏ωの調査によれば，農村の死因別による
死亡率は，結核，梅毒，自他殺，を除いては，殆ん
どに於て農村にその率が高い乙とを示している。そ
の原因が過重な農業労働に関連を持つ ζとは当然考
えられ，そのことはすでに，大石氏ω，立身氏等(3九
松尾氏ωにより認められており，叉日本農村医学会 
部落悉皆調査(5)fζ於ても農繁期の過労や多忙が，い
かK農民の身体に悪影響を及ぼしているかを強調さ
れている。然、し叉農民の健康状態はその栄養の低さ
に関係し，村岡氏ωう北村氏σ〉，西成氏等ωにより
農民lζは血清蛋白が低いことが認められ，その原因
としては，勿論摂取栄養量の低さがその大きな役割
をなしていることは，村岡氏ωも認めている。一方
農村民於ける寄生虫病，殊lζ鈎虫症が，島田氏等〈ベ
柳沢氏等〈10〉，田島氏等(11)の研究に示す様になお相
当高率に存在し，農村の健康状態に悪影響を与えて
いることは注目に値する。然して鈎虫症に関する臨 
床的研究は，すでに多くの人々によって行われてお
〉，13九大淵氏等〈2り，自覚症状に関しては，岩田氏(1 
柳沢氏等〈10〉，小宮氏(14九星氏(15)等 lとよりその精細
な報告がある。叉殊に鈎虫症Kとって重要な意味を
有する貧血I乙関しては，北山氏等(16)の主張する催
貧血性物質による中毒説，叉 Foster，Lundsberg 
京
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(17)の主張する出血説，等がありその本態に関しては
未だなおその成因が決定されていない。貧血の程度
に関しては，島田氏等(9)は鈎虫症患者 145例につい
て，赤血球数及び血色素量の平均値を示しており，
叉柳沢氏等(10)は長野県下伊那郡の諸村及び愛知県
下に於ける集団検使を施行し，鈎虫症患者の貧血の
状態及びその回復状態を観察している。叉駆虫後の
療法として鉄剤が効を奏する乙とはすでに，宮川氏
(18)によって明らかにされており叉肝臓療法も有意
義なものとされている。叉犬についての実験的研究
によって，宮m氏(18)は中等症の場合は増多を見ると
述べ叉重症感染の時には減少すると述べており，島
田氏∞等は鈎虫症患者の白血球数は，鈎虫卵陰性者
に較べてやや増多を示すものであると述べている。
叉肝機能に関しては，島田氏等(9)が農民の聞に於て
は殊に夏期には，尿ウロピリノーゲン陽性者が多く
鈎虫症患者との聞には有意の差を認めなかったと述
べており，叉，岩田氏(12)は鈎虫症患者中 18%I乙尿
ウロピリノーゲン陽性者を認めている。叉，中村氏
(19)も鈎虫症患者にはかなりの肝障害があると述べ
ている。吉田氏側〉は鈎虫駆虫に際して四塩化エチ
レンを使用して，その駆虫率が 70.9%の好成績を示，
したと述べている。叉，小宮氏(21)も好成績をおき
め，且下剤なしでも副作用及び駆虫率に殆んど影響
がなかったと述べている。
上述の如く著者は農村Iζ未だなお高率に存在し，
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且健康状態iζ量大なる影響を与えていると考えられ
る鈎虫症に関して，その臨床的研究を行う事の必要
性を痛感せる為，駆虫前及び駆虫後 1週毎lζ5週に
至る迄，連続的に臨床的観察を行う事とし，殊に鈎
虫症にとって重要なる意義を有する貧血の状態を主
として，更に自覚症状，白血球の状態，好酸球の消
長等を追求し且亦，尿ウロピリノーゲン， BSP，便 
潜血反応を施行して，鈎虫症の人体に及ぼす影響と
その治療等の臨床的研究を行った。
第 2章対象及び方法
第 1節対象
埼玉県厚生農業協同組合連合会幸手病院に於ける
内科外来患者 8692名全員に亘って検便を施行し，
鈎虫卵陽性者中他の疾病を併発しているものを除き
鈎虫症全員 482名を対象とした。
第 2節方法
第1項: 駆虫前と駆虫後5週迄 1週毎K，血色
素数，赤血球数，白血球数，及び好酸球の消長につ
いて追及した。
赤血球数及び白血球数はトーマーツアイス計算盤
にて 2回算定しその値を平均した。叉好酸球は白血
球の百分率lζて算出した。叉血色素量はザーリー氏
血色素計で測定した。
第2項: 駆虫前及び駆虫後 1週間目に各々浮遊
法lζより検便を施行し，なおベンチヂン法により便
落iζ於ける男 25.5%女 35.3%及び柳沢氏等(10)の長
野県下伊那郡諸村氏於ける 23.4%，田島氏(11)の愛知
県矢作川流域の 35.2%等に較べると著者の陽性率
は低率である。然し上記諸氏の対象は特K浸淫地帯
に於ける住民の集団検使によるものである故相当の
高率を示しているものと思われる。
ζれに反し著者の場合は，外来患者を対象とせる
為その趣を具にするとしても，埼玉県幸手町を中心
とする農村地帯には，虫卵陽性者は尚相当の高率で
あると考えられる。
第 2節性別及び年令別による観察
上記 1283名の鈎虫卵陽性者を性別及び年令別応
分けると第1表に示す如くである。これによると年
令的には成年層に非常に多く，殊に 50才より 59才
迄の聞に最高を示している。叉女は男I乙比してやや
多い。
1 才~9 才 
10 才~19 才 
20 才~29 才 
30 才~39 才 
40 才~49 才 
50 才~49 才 
60才~ 
第 1 表
合 
16 
36 
56 
92 
148 
220 
56 
♀
計 
12 28 
21 57 
36 92 
106 198 
156 304 
248 468 
80 136 
せ
“っに計 AU 659 1283潜血反応の有無を検査した。
第3項: 駆虫前及び駆虫後4週lζ至るまで各週
毎iと尿中ウロビリノーゲンを検査した。尿ウロピリ 小括: 島田氏等(9)，柳沢氏等(0)によれば鈎虫卵
ノーゲ、ンはエールリッヒ氏アルデヒド反応を施行し 陽性者は労働年令層l乙多いとされているが，著者の
た。 場合は何らかの自覚症状を訴えて外来を訪れた者を
第 4項: 駆虫前及び駆虫後5週自に BSP検査 対象とせるため，両氏の率に較べて，やや高令者の
を施行した。 BSP検査は 5%ヘパトサルフアレイ 方l乙多く見られた。
ン(第一製薬〉を使用しこれを体重 1kgKっき 0.1 第 3節 自覚症状
cc Ir.て肘静脈に注射し 30分後に他側の肘静脈より 第 2表に示す如く，胃不快感，腹痛，全身倦怠感，
採血し，血清を分離し 2本の小試験管に 2分し一方 息切れ，陸軍，顔色が悪い，等が主なものである O 
Ir.10% NaOH 2滴を加えて呈色せしめ他方に 5% 小括: 岩田氏 (2)によれば全身倦怠感 52%，食欲 
HClを2滴を加えて対照とし pH用比色箱を用いて 不振 31%，貧血心停允進 31%，腰痛及び心宮部痛
基準液と比色しその結果を求めた。 22%，陸軍 19%，微熱 17%，悪気 15%， 中腹部痛
14%，肩凝9%等であり，柳沢氏(10)托よれば，頭
第 3章成 績 
痛，頭重感，息切れ，動惇，胃不快感，便通異常，
全身倦怠，易疲労等が主なものであり，小宮氏(1 
内科外来を訪れた患者 8692名中鈎虫卵陽性者 星氏(15)等に於ても略々同様の主要症状を示してい 
1283名を認めた。即ち 14.8%Ir.鈎虫症を認めた。 ると述べている。従って著者の場合も大体同様の症
小括: 島田氏等仰の茨城県稲整郡美浦村馬掛部 状である。
第 1節鈎虫卵陽性率 )，4
70 
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ど全てに貧血を認めた。

小括: 島田氏等仰の赤血球数平均値 425.4X 104 

君主[%11 |君主% 
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(女〉及び血色素量の平均値X 104378.0 )，(男
 13.1 
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E日 る。又，柳沢氏等(10)の成績によれば貧血を男 80%
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第4節貧血状態
第3表及び第4表に示す如く，駆虫前には男では
血色素量 80%より 89%の間を占めるものが最も多
く，全例中 82例を占め，叉全体の血色素量の平均値

は75.1%を示している。叉赤血球数は 400X 104よ

り450X 104の間に最も多く全例中の 87例を占め，

その全体の平均値は 416.7 X 104を示している。叉

女では血色素量70%より 79%聞を占めるものが最

も多く，全例中 77例を占め，叉その平均値は 69.3

%を示した。女の赤血球数は 350 X 104より 400 x 

104の聞が最も高率で全例中82例を占め，叉その平

均値は 383.3X 104を示した。叉貧血を男で血色素

量 80%以下とし，女では血色素量70%以下として

性別及び年令別lζ見ると，第5表l乙示す如く高令に

なるに従って貧血者の率が高くなっている。叉全体

では男に 56.0%，女l乙44.1%の率で貧血者を認め 

た。従って鈎虫症による貧血出現率は男子にやや高

率である。叉 60才以上の鈎虫症患者に於ては殆ん

第 3 表
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13 2.7 

13 2.7 

13 2.7 

11 
 2.3 

9 1.9 

6 1.2 

36‘ 7.5 

例数回即 
リj女 女 70%以下の血色素量として，集団検診の場合は
60 男Il:18.3%女には 11.1%の貧血者を認め，外来患
50 者の場合には 40%より 60%の割で貧血者を認めた。
40 貧血は著者の成績も略々一致している。
30 第5節 白血球数並びに好酸球
第6表に示す様lζ482例について駆虫前及び駆虫20 

後5週自民至るまで 1週毎lζ白血球数の平均値を追
10 

及して見た処，駆虫前に 5720を示したものが，駆
00 00 ~ 00 w m W 00 ~ 虫後やや減少し 5週自には 5080を示した。叉好酸
IUl色よほ 球は 429例について検査した処，駆虫前に於てはそ
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の平均値 12.8%を示し，好酸球の増多はその百分率 第 9 表
で 10%より 15%の間に最も多く，その出現率を示
したものが第7表である。好酸球が 30%以上を示
したものは全体の 2.8%であった。叉好酸球と白血
球増多との関係を示したものが第8表で，好酸球が
多くなるに従って白血球増多が見られる。叉駆虫
後，好酸球は次第に減少して，第3週に至って正常
値となっている〈第9表〉。
小括: 白血球数は，島田氏∞はその平均値が男 
5730，女 5740I乙て鈎虫卵陰性者と較べてやや増多を
示していると述べており，著者は白血球を駆虫前及
び駆虫後 5週lζわたって追及した処，駆虫後次第に
減少する点から，駆虫前lζは白血球増多があるもの
と推測し，叉好酸球の多い例程，白血球増多が見ら
第 6 表
白鴎QO 
2coo 
5720 
紋:;600 
5印。 
5400 
内 〆  
ι
41「
帥吋殴琢平均償却
n v 'F 
20 
12 B 
10 
電匝虫M (孟1i恩 i孟2週 (~3週 (1i4iID 
れ，叉駆虫後の白血球減少とほぼ一致して好酸球も
減少している事が判り，鈎虫症の白血球増多は好酸
球に影響されているものと思考される。
第 6節尿中ウロピリノーゲン
駆虫前 352例中 158例，即ち 44.9%に陽性を示し
た。この陽性率と，貧血との関係を血色素量lζて示
したものが第 10表で，尿中ウロビリノーゲン陽性
者は貧血高度のものに多く，駆虫後速やかな陰性化
を認め， 1週目lζは98例， 2週自に 22例， 3週目
には 6例となっている。
小括: 島田氏(9)は鈎虫卵陽性者 145例中 74例，
0 '33:5 即ち 51.0%の多数に尿中ウロビリノーゲン陽性者
5300 
5200 "'.1ε ハ 
5100 
5000 
4900 
~:J'l: iji I古1沼 12;]; 1自3t!l 1~4@ 
第 7 表
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第 8 表
噌 。 
， 
ウロピリ 
ゲ〉陽性率例 
を認めたが，夏期には農村の聞には尿中ウロピリノ
ーゲン陽性者が多く，鈎虫卵陰性者との聞に大差は
無いと述べている。然し著者は，駆虫前K 44.9%も
の高率にウロピリノーゲン陽性者を認め，駆虫後，
著明な陰性化を示すことより，駆虫症により尿中ウ
ロピリノ{ゲンが陽性を示したものであると考え
る。叉，岩田氏(12)の示す尿ウロピリノーゲン陽性者 
18%のよりははるかに高率であった。
第 10表
a al
qMn'u'Anuoυnv 
1.30;.(2例 J 
側州側
白血訴平均値 30 40 50 60 70 80 90 100 
JIU色素電
9280 
第 7節 B.S.P. 
182例についてB.s.P.を施行したが， 駆虫前lと
は26例，即ち 14.3%K肝障碍を認めた。何れも比
6000 色にて 5%から 10%迄の間の軽度のもので， 5週後
5∞o 
5 l{) 15 20 25 30 お には全例に異常は認められなかった。
努酸球百合率 小括: 駆虫前 14.3%の異常者が，駆虫後5週目
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には，全例に異常が認められなかった事は， B.S.P. 
に於ても鈎虫症には軽度の肝障害を伴うものと考え 
J
られる。
第8節便潜血反応
駆虫前iζ 482例中 298例，即ち 60.2%に陽性を示
し，駆虫後lとは陽性を示した 298例中 259例が陰性
化した。即ち駆虫前潜血反応陽性を示した例の中 
87.1%が駆虫後 1週自に陰性化した。
小括: 鈎虫症患者には相当高率に便潜血反応陽
性を示し，駆虫後間もなくその大半が陰性化する点
から見て，鈎虫症に於ては，相当な腸壁よりの出血
を伴い，乙の出血による貧血の成因も等関に附すこ
とは出来ないと思われる。
第 9節治療成績
駆虫は四塩化エチレンを使用し，前日硫苦20gを l
与えて前下剤とし，午後6時及び7時にテトレン 7
球(1球中四塩化エチレン 0.3g)を水にて服用せし
め，午前 10時に再び硫苦 20gを後下剤として服用
せしめ，之を 2日間施行した。駆虫後 1週自民浮遊
法により検使を施行しその効果を判定した。之によ
ると 482例の中 411例，即ち 83.2%の陰転率を示し
た。陰転せぬものはオーミンを使用した数例もあっ
Tこが再度の四塩化エチレン使用lとよりその全例が陰
転化した。又駆虫後の治療は駆虫前l乙貧血を認めた
患者について駆虫後増血剤として鉄剤(チョコラ B
錠 12錠)を毎日経口投与した群(第 1群)肝臓製製
(マスチゲン B1包〉を毎日皮下注射した群(第 2群)
並びに両者を併用した群(第 3群〉及び全く無治療
の群(第4群)とに分け駆虫前及びj駆虫後各週毎に 
5週迄血色素量及び赤血球数を追及しその平均値を
第 11表及び第 12表に示した。之によると増血剤使
用群(第 1，2，3群)Iとは著明な貧血の回復が見ら
れるが，増血剤を使用しない群(第4群〉はその回
復が著明でない。即ち第 1群は駆虫前に血色素平均 
58.2%，赤血球平均 323.1X 104と云う低値を示した
にも拘わらず，駆虫後 5週自には，血色素量75.2%，
赤血球 420.0 X 104と云う著明な回復を示した。叉
第2群lζ於ても駆虫前に血色素、量平均 61.1%，赤血
酸平均 333.3X 104であったものが，駆虫後5週自
には血色素量68.8%，赤血球数 388.1X 104と云う
回復を示した。更に第3群に於ても，駆虫前の血色
素量平均値 60.0%，赤血球平均値 330.1 X 104を示
じたものが駆虫後5週自には，血色素量73.8%，赤
血球 408.2X 104なる平均値を示した。然るに第4
X 104なる平均値を示し増血剤使用例より貧血は軽
度であるにも拘わらず，駆虫後5週自に於ても，血
色素量67.4%， 赤血球数 377.0 X 104なる最低の平
均値を示している。一方叉第 1群と第2群，第3群
を比較してみると，第 1群が貧血の回復が最も著明
にみられている。
小括: 吉田氏側〉によると 123名について四塩化
エチレン 4.5gを2日関連用した場合 70.9%と云う
相当な好成績を見せている。叉，小関氏(22)によると
千葉県市原郡下に於て，四塩化エチレンで駆虫を行
った場合その陰転率 43.5%の平均値を示している
が，之は浮遊法の他に瓦培養法を併用し，之を数回
繰返して検便しているので著者の陰転率とその趣を
異にするとしてもその差が大きい。駆虫後の貧血回
復は，無治療lとても漸次回復するものの，その程度
は極めて遅延性のもので 5週に至るも未だ完全とは
云えない，然る K増血剤を使用したものは貧血の回
復が速かで，殊に鉄剤使用群は極めて著明な回復を
見せている。宮川氏〈聞によれば動物実験に於て鈎
虫症の貧血lζ関して鉄剤投与の著効を認めており，
叉肝臓療法も同様に意義があり，時には鉄剤よりも
短期間に貧血の回復が見られると述べているが，著 
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者の成績では，鉄剤投与の方がはるかに著明な回復
を見る ζとが出来た。
第 4章総括並びに考按
著者は埼玉県厚生農業協同組合連合会幸手病院内
科を訪れた患者中 14.8%に鈎虫卵陽性者を認め，そ
の中合併症なき鈎虫症患者 482例について， 5週間
に亘って連続的に経過を観察し鈎虫症が人体に及ぼ
す影響のうちで特に重要と目される貧血の状態を主
として追及し得た。島田氏〈ペ柳沢氏(10)，田島氏
(11)等の述べる集団検診よる鈎虫卵陽性率に較べる
と低率ではあるがなを相当多数の鈎虫症患者を認め
た。殊に病院を訪れる患者では，高令となるに従い
鈎虫症が多く，叉その自覚症状も強く現われてい
る。島田氏〈9〉，柳沢氏(10)等は鈎虫症は労働年令lζ多
いと云っているが，何らかの訴えをもって病院を訪
れる患者には，労働年令層以上のものにも多く，鈎
虫症が高令者の健康状態に及ぼす影響は特に注目に
値するものである。叉自覚症状も多彩に豆り，岩田
氏(12】，柳沢氏C10}，星民〈15〉，小宮氏(14)等の観察とほ
〉，15ぼ一致した結果が得られたが，肩こりは，星氏〈 
島田氏仰の示す様に 30%以上もの高率で認められ
たのに反し低率であった。叉貧血者は高令になるに
従って多く 60才以上のものでは殆んど全てが貧血
者である事は注目すべきである。叉貧血の回復も無
治療の場合は 5週自民至つでもなお著明でなく増血
剤を使用した場合は明らかにその回復が速い。宮川
氏(18)は鉄剤と同様肝臓療法も時にはそれ以上に効
果のあるものと述べているが，著者の結果では鉄剤
使用例は肝臓製剤使用例より良い効果を認めた。又
白血球数は好酸球と同様一般に増多を示しているも
のが多く，駆虫後は平行して減少し叉好酸球の多い
ものに白血球増多を認める事から，鈎虫症の白血球
増多には好酸球が関係しているものと思われる。叉
鈎虫症患者には，意外Iと尿中ウロビリノーゲン陽性
率が高く之は貧血高度のものに認められるものが多
い。島田氏ωは尿ウロピリノーゲン陽性は農村の他
の原因によるものと述べているが，駆虫後速やかに
陰性化する点からみて，やはり鈎虫症感染時には肝
障害があるものと思われる。叉 BSPについても 
14.2% K肝障害を認め，駆虫5後週自には全て正常
化している点から見て鈎虫症に於ては軽度の肝障害
を伴うものと考えられる。叉尿ウロピリノーゲン陽
性率は，岩田氏(12)の 18%と較べるとはるかにその
率が高t'。之は自覚症状をもって病院を訪れる患者
と集団検診によって検査されたものとの聞の差と考
えられる。尿中ウロビリノーゲンと BSPのみによ
って肝障害の全てを云々することは出来ないが，こ
の様iと高率にウロピリノーゲン陽性者を認めること
は鈎虫症の肝臓に及ぼす影響を見逃す事は出来な
い。更に便潜血反応は鈎虫症Iζは60.2%の高率に見
出され，鈎虫後間もなく大半が陰性化するのである
から鈎虫寄生による出血は意味深きものであり，鈎
虫症の貧血の原因としての出血が中毒説と同様重要
な意義があるものと推定される。このことは，柳沢
氏(10)もグレゲルセシ氏法lζより鈎虫卵陽性者の 40
%に潜血反応陽性者を認め，参木氏法にて 62.5%
に同じく陽性者を認めている。著者はベンチヂン法
にて施行し特に食餌の制限を行わなかったが鈎虫後
にその大半が陰性化しているのでそのことを等閑に
附する事は出来ない。叉駆虫は四塩化エチレンを使
用したが，陰転率は良好で 83.2%を示し，吉田氏 
(20】の 70.9%よりやや高率を示した。 なお，吉田氏 
(20九小関氏(22)は下剤を使用しないでも，その駆虫
効果及び副作用の点で少しも変るところが無いと述
べているが，著者は全て下剤を使用した。副作用と
思われるものは全くと云って良い程見られなかっ
た。叉吉田氏(20)はウロピリノーゲン四化塩はエチレ
ン服用後少し増加する場合があると述べているが，
著者の例では駆虫後のウロビリノーゲンは 1週目よ
り速かに減少し，一時的な増加は見られなかった。
第 5章結 論
鈎虫症患者は幸手病院を訪れた外来患者に於て
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14.8%に認められ，且つ高令者l乙多くそれに伴う貧 2)大石: 日農医会誌， 4，1，昭30.
血も高令者に多く見られた。貧血の回復は，鉄剤使 3)立身: 秋田県農医会誌， 4，1，昭30.
用，肝臓製剤使用，のJI聞にその効果を認め，無治療 の松尾: 日農医会誌， 4，2---3，昭30.
のものは相当長期間の貧血が認められることを知つ め日本農村医学会部落悉皆調査: 日農医会誌， 
Tこ。叉白血球増多は好酸球増多の影響があるものと 6，3，昭33.
推定され，叉鈎虫症に於ては軽度肝障害を認められーめ松岡: 日農医会誌， 6，4，昭33.
るものの，駆虫後速かに回復することを知った。以 
上の如く著者は 482名の外来鈎虫症患者について貧 
血状態を主として臨床的研究を行ったが，農村民於 
ける鈎虫症患者は未だ非常に多く，且つ長期に亘る 
貧血を伴う事を知った。主主に於て鈎虫症については 
その予防的根本対策を講ずる事は勿論であるが，ー 
般外来患者についても検便並びに検血による早期診 
断を行い，速やかに適切なる駆虫を行うと共に強力 
なる貧血の回復を計ることが必要であると信ずる。 
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導御校聞
を賜わった，恩師三輪教授に深甚なる謝意、を捧げ，
併せて御援助をいただいた埼玉県厚生農業協同
組合連合会幸手病院長水間博土に感謝いたしま
す。
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